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『 ロータリーの目的 』
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある。
第1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。
第2  職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。
第3  ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。
第4  奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を推進すること。

第３回ネット例会 ２０１７年３月１５日
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会 長 開 会 点 鐘

ネット例会を開会致します。
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ようこそ！
ロータリアンの皆様、堺フェニックスネット例会にご参加いただき感謝申し上げます。

本日はロータリーの基本中の基本「ロータリー哲学」を共々に勉強をしたいと思います。
ロータリーは「入りて学び、出でて奉仕せよ」との言葉があります。
ネット例会も皆様のロータリーの奉仕活動に一助になれば幸いです。

今日のロータリーの基本理念となる言葉があります。
「シェルドニズム」（sheldonism）という事をお聞きになられた方もおられると思います。

アーサー・フレデリック・シェルドンは1902年にシェルドン・スクールを創立して、純粋な経営学者の立場から、
経営学、特に販売学を教えました。そして、その根底となったのが、当時まだ日の目をみなかった修正資本主義的な考え方でした。
ただ後日、修正資本主義を広めたジョン・ケインズとの大きな違いは、ケインズが政府の政策として、強制的に実施させたのに反して、
シェルドンは経営者の自発的意思としてこれを推奨したことです。
シェルドン・スクールがモットーとして選んだ言葉は「 He profits most who serves best 」「よく奉仕するものは、もっとも報われる」であり、このモットーは黄金
律である「do unto others as you would have them do unto you」すなわち、「あなたが他人からしてもらいたいことを、先に他人にしてあげなさい。」ということで
あり、自分一人で儲けるのではなく、その事業に関係した人と利益を公正に再配分し、自分が儲けることよりも他人が利益を得ること優先することによって、後から利
益が何倍にもなって還元されることを説きました。
純粋な経営学の理念から生まれたシェルドンの「 He profits most who serves best 」というモットーは、真摯に経営学を学ぼうとする実業家から高い評価を受け、シ
ェルドン・スクールは受講生で溢れました。
文献によると1921年のシェルドン・スクールの卒業生は年間26万人と記されています。ロンドンとシドニーの分校を開設し、シェルドンの没後も学校は活動を続け、
最後の教科書は1946年に発行されていますから、卒業生は優に100万人を超えるものと思われます。

ボランティア活動を現すモットーが次から次へと生まれました。前述の「 Service, not self 」に続いて「 Service before self 」などの言葉遊びのようなモットーも出て
結局1920年に「He profits most who serves best」と「 Service above self」が正式に二つのモットーとして使われることになります。
この頃から、正しい経営学に基づいて事業を健全に運営しようとして、ロータリー運動に参加しょうとする人は徐々に減少し、エリート意識をもったボランティア活動
派としてロータリーに在籍する人が増えてきました。
1923年にはこの双方の主張に決着をつける「決議23-34」が決議されますが、ボランティア派にとって大きな収穫は、「 Service above self 」に対して「他人のことを
思い遣り、他人のために尽くす活動」（超我の奉仕）というお墨付きを得て、双方がモットーとして正式に認められたからです。

今後はロータリーの基本理念を中心に「クラブ自治権の完全施行」で各奉仕活動を行っていかなければなりません。

RI定款・細則、クラブ定款に背馳しない限り、クラブは自由に細則を制定することができる。
委員会構成、奉仕活動の決定などクラブ管理運営のほとんどはクラブが独自に決めることができます。
国際ロータリーがあれこれとクラブに指示することを断念したことを意味すると考えれば、絶好のチャンスが到来したとも言えます。
幸い、定款も大幅に合理化されていますから、これを機会にクラブ細則を大幅に改正して、シェルドンの奉仕理念に基づいた、
本来の意味のロータリーライフが取り戻せるようにしようではありませんか。ゆめゆめ安易な方向に変えないことが大切です。
クラブライフの閾値があがれば優秀な人材が集まってきます。
各クラブが努力して、模範的なクラブ細則を作り、お互いに情報を交換しようではありませんか。



2017/3/17

ロータリアンの皆様第３回目のネット例会ご参加、感謝申し上げます。
全国のロータリアンの皆様どうぞ気楽にご参加ください。
一切メーキャップ費用等はありません。
尚、ご参加頂いたロータリアンの皆様からメールで
ご要望、講評、感想文、卓話等をお寄せ下さい。
次回のネット例会に掲載させていただきます。
必ず返信メールにてメーキャップカードを発行させていただきます。
また堺フェニックスＲＣのホームページもお楽しみください。
クラブ会員の皆様は近況をお寄せください。
皆様で楽しく、為になるネット例会にしていきたいと思います。
何卒、皆様のご協力で、今後も素晴らしいネット例会になる事をご期待をして
ご挨拶に返させていただきます。
ありがとうございました。
３月ロータリーレートは１ドル１１６円です。

この後、澤谷廣典会長エレクトの卓話がございます・
よろしくお願いします。
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ロータリーの中核となる価値観

堺フェニックスRC会長エレクト

澤谷廣典



長期計画（戦略計画）

• １．クラブのサポートと強化

• ２．人道的奉仕の重点化と増加

• ３．公共イメージと認知度の向上

これを支える中核となる価値観



５つの価値観

１．奉仕

２．親睦

３．多様性

４．高潔性

５．リーダーシップ



奉仕
サーブ ＳＥＲＶＥ

ロータリーは人生哲学 利己的欲求 と 義
務及び他人のために奉仕したいという感情と
の間に常に存在する矛盾を和らげようとする
もの（決議２３－３４）



親睦 Fellowship

単なる飲み会やゴルフコンペは手段であって

目的ではない。

信頼と寛容の基盤の上に互いに親しさを深め

ロータリーの同じ志をもった仲間意識を確かな

ものにすること



ポールとチェス

チェスリー・Ｒ・ペリー

１９１０年～１９４２年ＲＩ事務総長

『私を君は実に酷使し、虐待した。サヨウナラ、
ポール 残念だ。』



多様性
最近の社会的な変化の中で
ロータリーに対する意見が多様化してきた。
Ｅクラブ、法人会員、などそもそも論からは
考えられないもの。
例えば、例会の回数
毎週か月２回にするのか２０07 年規定審議会は
理事会に付託。
クラブに任せてはとの意見が台頭し、２０１３年規定
審議会にＲＩ理事会が提案
２０１６年圧倒的多数で採択される。



ロータリーはクラブが基本

• クラブは奉仕活動に自治権を持つ

ＲＩ、地区はクラブの活動を減殺して

はならない
• 運営はクラブ細則にある

ＲＩ定款、RI細則、クラブ定款に抵触しない限りクラブに裁量

スポンサークラブの細則、推奨細則が大半

細則を見直し、特色あるクラブつくりを！



あるクラブの細則

第１条 会員

会員は、親睦とロータリー活動を通
じて、人格を陶冶しつつロータリー精神
を体得し、社会から尊敬される「奉仕の
理想」の実践者でなければならない
会員は、クラブの例会および諸行事に出
席・参加し、委員会の役職に選任された
時は、率先してその職責を果たさなけれ
ばならない。奉仕活動に協力を求められ
た時は努めて応じなければならない

• 推奨細則 第１条は定義 第２条は理事会



海外でのロータリーは？

• ロータリーは

ロータリー先進国で減少

アメリカ、カナダ、日本、英国、欧州

会員増加は

インド、ブラジル、アフリカ、韓国

ロータリーの多様化は大きな流れ

ルールに従う異なるクラブも認めよう



多様性のクラブ

• 財団学友によるクラブ

• 米山学友によるクラブ

• 安い会費のクラブ

• ホテルで例会をしないクラブ

• 食事を出さないクラブ

• 朝、夕のクラブ

• 毎週同じ曜日でないクラブ



日本の１０年間の推移



増加した国



減少地域



高 潔 性

ロータリーの普遍的な価値観

各ロータリアンは青少年の模範 手続要覧

会員選考 よい評判

３大疫病はインチキ弁護士、やぶ医者

ペテン師としてその名が知られております。

ポール・ハリス１９２７年シカゴ法曹協会記録



リーダーシップ

組織は Ｘ ピラミット型 〇 フラット型

会長、委員長は 会員と身分は同じ

違いは任務の差

会社の部下のように命令してはならない



リーダーシップ

最も私が尊敬するロータリアン

ビチャイ・ラタクル元ＲＩ会長の
メッセージ

謙虚さと誠実さと思いやりを持って、ロー
タリアンがいかなる行動をとるべきか、そ
の模範を示す素晴らしい機会が、皆さん
に与えられています



革新性と柔軟性のあるロータリークラブは、
「楽しい」「ダイナミック」「快活」「寛容」
「新しいことに挑戦する」「積極的」「会員主
導」「結果重視」「意欲を刺激する」「人と人
とのつながりを広げる」といった言葉で形容さ
れます。このようなクラブは、会員基盤を発展
させ、多くの人道的奉仕を行い、クラブに対す
る公共イメージと認識を高めることができます。



率先して引きうけよう

• ロータリーにＮＯはない

依頼されたらあなたの任務を果たす

（ガイ・ガンディカー元ＲＩ会長

ロータリアンの義務 ３番目



それは任務を受けることか
ら始まる

『後で、いいことがやって来るよ』



2017/3/17

堺フェニックスネット例会に参加して

このたびご縁がありまして貴クラブのネット例会に参加をさせていただきました広島東ロータリークラブの大谷博国と申します。どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

まず冒頭の仲峯会長のご挨拶を拝見させていただきました。ロータリーに前向きに真剣に取り組んでおられる姿勢に大変感銘を
受けました。
そのなかで各地域のロータリーが会員増強に悩み苦しみ、消えていったロータリーも少なからずあるというお話に驚きました。と申し
ますのも、私たちの地区のロータリーでは近年消滅したロータリーは無く、なによりも私どもの広島東ロータリーでは会員増に励み、
それなりの成果を得ているからです。いったいどこが違うのでしょうか。同じようにロータリー活動にしっかりと誠意を持って奉仕して
いるというのに。

私自身けっして積極的なロータリーアンではありません。でもロータリーの良さ、素晴らしさを多くの人に親しみを込めて申し上げるこ
とができます。地道な活動でも地域に喜ばれ、社会貢献に奉仕すれば、信頼されるクラブとしての認知度も高まります。なによりも友
達同士が声を掛けあい、仲間意識を高めあい、交流しあい、身体がいうことをきかなくなるまで支え合って頑張りましょう、という意識
が大切なのではないでしょうか。

このような思いからネット例会に参加をさせていただきました。そして本当に驚きました。その取り組みの果敢なこと、画期的なこと、
そしてしっかりとした結果を出しておられること。会長みずから会員増強が最大の目標であると言っておられますが、たしかに会員に
なって見なければわからないことも多いです。会員であってこそ初めてクラブの必要性がひしひしと感じられるのでしょう。どんな手立
てを使ってでも会員をふやさなければならない、という思いに同感できます。

私ども地方のロータリークラブとしてはまだまだこのような新規かつユニークな発想は生まれて来てはおりません。しかし自らのクラ
ブを顧みる一助になったことは確かであります。それだけにこうして貴クラブのネット例会に参加できたことを深く感謝しております。
ありがとうございました。
＜一言感想文＞
ネット例会に参加をさせていただきました。これまでこのようなユニークな取組みがあるとは存じませんでした。我がクラブの仲間にも
ぜひ教えて勉強をしたいですね。ご活躍を祈念しております。

〇広島東ロータリークラブ 会員名 大谷博国
ＲＩ２７１０地区 クラブＩＤ１４８０２ 会員ＩＤ６９１９５３３
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会 長 閉 会 点 鐘

ネット例会を閉会致します。


